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ま ち づ く り 計 画 や 現 状 の 課 題 及 び 地 権 者 の 意 向 を 考 慮 し 、

以 下 の よ う な 整 備 イ メ ー ジ が 考 え ら れ ま す 。

→基盤整備が必須
→道路や駅前の広場空間の創出

→様々な意向に対応できる環境の整備
個別に利用したい方、 駅前ビルで共同化したい方 etc.

個別利用のエリア

共同化利用のエリア

基盤の整備

※ 整備イメージ

駅
広場空間

基盤の整備

• 基盤を整備するため、土地の再編や共同化の検討を進める必要があります。

（意向の分析）※過年度実施（現状の課題）

土地利用配置（案）の作成

１. 前年度の振り返り

1



※この絵は決まったものではなく、

検討の土台としてお示ししています。

整備イメージから、公共施設配置・概略の土地利用配置（案）として

具体化に向けてのたたき台を作成しました。

5

基盤の整備

建物利用で共同化を図る

個別利用エリアの整備

土地利用配置（案）の作成

１. 前年度の振り返り
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整備を実現する手法として・・・
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１. 前年度の振り返り

事業手法等の検討2
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整 備 後整 備 前

※それぞれ移転対象を含む

必要な道路用地のみを買収して地区外の移転となる街路事業と異なり、

地区内での生活再建や土地活用（貸すor売却して地区外で再建）など

多様な選択が可能です。

事業手法等の検討

１. 前年度の振り返り
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事業を実施する区域を法的に位置づけます

都市計画決定までの一般的な流れ

整備事業の工事完了までの一般的な流れ

※ あ く ま で
一 般 的 な
目 安

１. 前年度の振り返り

今後の流れ3



● 第１回勉強会概要
１. 今年度の開催概要報告

■ 第2回・第3回勉強会を実施しました

9

西国分寺駅北口駅前エリアの整備の実現に向けた『勉強会』を行い、第2回（ R 7 . 1 1 . 7 ～

8 実 施 ）は延べ36名、第3回（ R 8 . 1 . 2 3 ～ 2 4 実 施 ）は延べ32名のご参加がありました。

▼第2回勉強会の様子 ▼第3回勉強会の様子
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■ 都市基盤の具体化に向けて、、、

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について

土地利用配置（案）の検討

主な検討内容は、下記の通りです。

1

事業エリアの検討2

公共施設配置の検討3

今後の進め方の検討4



土地利用配置（案）の検討

→土地利用や交通の観点から、

最適な南北アクセス道路と交通

広場の配置の検討を行いました。

③歩⾏者
動線の配置
③歩⾏者
動線の配置

①南北アクセス
道路の幅員構
成・線形

①南北アクセス
道路の幅員構
成・線形

②取付道路の
⾼低差による

⻑さ

②取付道路の
⾼低差による

⻑さ

④交通広場
配置

④交通広場
配置

⑤都市基盤
全体としての
成⽴性

⑤都市基盤
全体としての
成⽴性

凡例；
主な検討
point

凡例；
主な検討
point

●今後の検討内容

✓南北アクセス道路の幅員構成・線形の精査

✓南北アクセス道路と周辺の現況道路の取
付道路の精査

✓「交通広場」「歩行者動線」「東西アクセス道
路」の配置精査

1

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について
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事業エリアの検討2

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について
事業エリアについて、駅前街区だけではなく、

駅北街区等、北側も含める理由は何か
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公共施設配置の検討3

■交通

• 周辺交差点と適切な距離を保ち、近

接しないことが望ましいです。

• 駅前街区に高低差なく接続できるこ

とが望ましいです。

駅近＋
道路横断

なし

まとまった
大きな街区

駅近＋
道路横断

なし

高低差なく
接続

府中街道交差点
に近接しない

■土地利用

• 駅前のポテンシャルを活かした土地利

用を実現するため、まとまった大きな

街区を確保することが望ましいです。

（南北アクセス道路）

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について
道路によって街区を細分化
し、戸建て住宅を道路沿い
に建てるのも活気があって

よい
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■立体配置検討

• 立体的には高低差（約７ｍ）がなく事

業性のよい地上配置が総合的に優れ

ています。

■平面配置検討

• 平面的には駅乗換利用者の利便性が

高く、車両の安全性が確保されている

駅前街区・西側配置が総合的に優れて

います。
駅 前 街 区 ・ 西 側 案 駅 前 街 区 ・ 地 上 案

（交通広場）公共施設配置の検討3

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について
交通広場の位置は、雨に濡れず駅
前移動できる等、歩行者に優しい
交通広場の配置にしてほしい。
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今後の進め方の検討4

今年度から令和９年度にかけて、都市計画決定を行うための「街区整備方針」を定め

ることを目指します。

2. 事業範囲と主要な公共施設配置について

十分な合意形成を図るよ
うな機会（勉強会等）を

増やしてほしい

事業期間は短縮する可能性
があるのか
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2. 事業範囲と主要な公共施設配置について

第2回勉強会・資料に関する主なご意見・ご質問概要5

【 事 業 エ リ ア の 考 え 方 】 （ 再 掲 ）

・ 事 業 エ リ ア に つ い て 、 駅 前 街 区 だ け で は な く 、 駅 北 街 区 等 、 北 側 も 含 め る 理 由 は
何 か

【 公 共 施 設 配 置 の 考 え 方 】 （ 再 掲 ）

・ 駅 北 街 区 及 び そ の 北 側 は 、道 路 に よ っ て 街 区 を 細 分 化 し 、 戸 建 て 住 宅 を 道 路 沿 い
に 建 て る の も 活 気 が あ っ て よ い

・ 交 通 広 場 の 位 置 は 、 雨 に 濡 れ ず 駅 前 移 動 で き る 等 、 歩 行 者 の 利 便 性 が 良 い よ う に
配 慮 し て ほ し い

【 整 備 実 現 に 向 け た 今 後 の 進 め 方 と 今 年 度 の 検 討 内 容 】 （ 再 掲 ）

・ 事 業 期 間 は 短 縮 す る 可 能 性 が あ る の か

・ 十 分 な 合 意 形 成 を 図 る よ う な 機 会 （ 勉 強 会 等 ） を 増 や し て ほ し い

【 そ の 他 】

・ 市 街 地 再 開 発 事 業 や 土 地 区 画 整 理 事 業 等 、 事 業 の 仕 組 み を 理 解 で き る よ う 、 説 明
会 を 開 催 し て ほ し い

・ 経 緯 を 知 ら な い 人 が 過 去 の 検 討 の 経 緯 を 理 解 で き る よ う に し て ほ し い

・ 東 西 ア ク セ ス 道 路 の 歩 道 は 車 い す で も 通 行 し や す い 勾 配 を す る な ど 、 優 し い 整 備
を し て ほ し い
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■ 駅前空間計画の具体化に向けて・・・

駅前空間の構成案の検討

主な検討内容は、下記の通りです。

1

駅前における導入機能の検討2

3. 駅前空間の計画について

組織化の主な流れ（市街地再開発事業の場合）の検討3
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（求められる機能）駅前空間の構成案の検討1

3. 駅前空間の計画について 身体障がい者や年配の方へ配慮
した計画をするべきだと思う

駅前空間は、駅や駅前広場と一体的に、周辺市街地との関係もふまえた機能の配置を

することで、人が滞在・交流する空間の形成が期待されます。

〇駅前空間に求められる機能とは・・・

【交通結節機能】 バリアフリーかつ各種交通(鉄道・バス・
自家用車・徒歩など)へのスムーズな
移動を確保する機能

【市街地拠点機能】 都市の拠点を形成する機能

交流機能・防災機能 ：

平常時は滞留空間、発災時は防災活動の拠点となる機能

都市環境形成機能 ：

都市の顔として景観やまちなみを形成する機能

サービス機能 ：

商業・住宅・公益的機能を備え、都市の拠点



（構成案と歩行者動線の考え方）

3. 駅前空間の計画について

駅前空間の在り方と求められる機能から、駅前空間の構成案と歩行者動線等の考え方

をお示ししました。

高
低
差
処
理

（駅
前
街
区
と
駅
北
街
区
接
続
）

大崎駅

中野駅

出典：GoogleMAP

出典：GoogleMAP

施
設
内
歩
行
者
通
路

イ
メ
ー
ジ

出典：ミーツ国分寺 | イマタマ

ミーツ国分寺

駐
輪
場
イ
メ
ー
ジ

出典：GoogleMAP

新宿区百人町
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歩
行
者
広
場
イ
メ
ー
ジ

日向市駅

たまプラーザ駅

出典：Works-日向市駅前広場

出典：「たまプラーザ駅」の設計会社はどこ？大空間のある駅と付
属の商業施設の特徴| たてものフロンティア

駅から交通広場まで雨風が凌げ
て、段差のない、使う人に寄り

添った整備をしてほしい

駅前空間の構成案の検討1
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（上位・関連計画における位置づけ）駅前における導入機能の検討2

3. 駅前空間の計画について

歴史のある緑の多いのどかな雰囲気に
惹かれてこのまちに居住してきた

西国分寺駅北口駅前街区は、「都市生活・文化交流の拠点」として、暮らしやすい魅力

的な住宅都市をコンセプトとするまちの姿が示されています。

・都市基盤の整備や利便性の高いまちづくりを推進
・玄関口として期待
・魅力ある都市生活の充実
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（求める機能の意見交換結果）

3. 駅前空間の計画について

西国分寺駅北口駅前街区の位置づけを踏まえ、「将来、西国分寺駅北口駅前エリアに

求めるサービスや機能」について参加者にアンケートをご記入いただき、自由に意見

を出し合いました。 主に、滞在のできる飲食店や生活を支える銀行・郵便局を
求めるご意見が多くみられました。

駅前における導入機能の検討2
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（求める機能の意見交換結果）

3. 駅前空間の計画について

その他、以下のようなご意見もいただきました。

銀行や郵便局が少なく、ATM利用者

の列ができるなど不便

滞在できる機能

公 共 施 設 等

北口に居酒屋など

の滞留スペースが

あるとよりよい

ファミリー向け機能

児童図書館が

ほしい

防災機能のある公園が

ほしい

交番があるとよい

学校行事にも使用で

きる劇場がほしい

駅周辺で集まりたく

てもランチができる

場所がない

緑やせせらぎを活かした

滞留空間もあるとよい

改札出て落ち合える

カフェやイベント

ホールがあるとよい

ファミリー層向けの機能

や子連れでも利用しやす

い飲食店があるといい

ファミリーで利用

できるレストラン

があるとよい

保育ステーションや普通の

保育園など子育て世代に優

しい施設があるといい

市役所の分館や窓

口があると助かる

そ の 他

保育園が駅と駐輪

場の動線上かつ駅

前にあるとよい

緑の多い街に

してほしい

概ね現状で満足

している

前提条件を決めないと求

める機能の回答は難しい

遠方からの駅利用者の意見を

聞いてもよいのではないか

西国分寺の良

さを引き出す

ような整備と

したい

駅前における導入機能の検討2
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組織化の主な流れ（市街地再開発事業の場合）の検討3

3. 駅前空間の計画について

市街地再開発事業で進める場合を例に、組織化の主な流れと、検討の進め方・共有の

イメージをお示ししました。

勉 強 会

【主な検討事項】
・まちの課題の共有
・まちづくりの方向性

・地元意向の把握

Step１

組 織 化 の 主 な 流 れ

研 究 会

【主な検討事項】
・土地利用計画案
・再開発区域の設定

・導入用途の検討
・事業手法の選定

Step2

発起人会

【主な検討事項】
再開発のコンセプト
・事業計画素案の検討

・準備組合設立手続き
・事業者の募集方針

Step3

※進め方の一例であり、今後の合意形成状況によって柔軟に見直しを行います。

検討の進め方・共有のイメージ

【考える】

グループディスカッション・ワークショップ等

を通して、具体な将来計画を描く

【共有する】

将来像を見据えた権利者間での話合いを行い、

権利者同士の地域コミュニティの拡大・活性化へ

【議論する】

行政・事業者が実施する勉強会等に積極的に

参加し、合意形成に向けた建設的な議論の実施

【学ぶ】

先進事例見学会や他の再開発事例からの

学びや情報を収集

民間に任せるのか、市が進めて
いくのか等、どういった主体で
事業を進めていくのか。
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第3回勉強会・資料に関する主なご意見・ご質問概要3

【 駅 前 空 間 の 構 成 】 （ 再 掲 ）

・ 身 体 障 が い 者 や 年 配 の 方 へ 配 慮 し た 計 画 を す る べ き だ と 思 う 。

・ 駅 か ら 交 通 広 場 ま で 雨 風 が 凌 げ て 、 段 差 の な い 、 使 う 人 に 寄 り 添 っ た 整 備 を し て
ほ し い 。

【 駅 前 に お け る 導 入 機 能 】

・ 滞 在 の で き る 飲 食 店 の よ う な 「 滞 在 で き る 機 能 」 や 生 活 を 支 え る 銀 行 ・ 郵 便 局 の
よ う な 「 公 共 施 設 等 」 、 保 育 ス テ ー シ ョ ン の よ う な 「 フ ァ ミ リ ー 向 け 機 能 」 が ほ し い

・ 歴 史 の あ る 緑 の 多 い の ど か な 雰 囲 気 に 惹 か れ て こ の ま ち に 居 住 し て き た 。

・ 他 駅 を 真 似 る の で は な く 、 西 国 分 寺 の 良 さ を 引 き 出 す よ う な 整 備 と し た い 。

【 今 後 の 流 れ 】 （ 再 掲 ）

・ 民 間 に 任 せ る の か 、 市 が 進 め て い く の か 等 、 ど う い っ た 主 体 で 事 業 を 進 め て い く
の か 。

【 そ の 他 】

・ よ う や く 具 体 的 な 絵 姿 が で て き て 、 や っ と 進 ん で き た な と 感 じ て い る 。

・ 西 国 分 寺 駅 の 落 ち 着 い た 環 境 が 好 き で 南 北 ア ク セ ス 道 路 沿 い に 住 ん で い る 者 と

し て は 、 南 北 ア ク セ ス 道 路 の 整 備 や 土 地 区 画 整 理 事 業 に は 絶 対 に 反 対 で あ る 。

・ 地 権 者 ご と に 事 情 が 違 う 中 で 、 議 論 の 前 提 条 件 が 地 権 者 間 で か み 合 っ て い な い

段 階 で 議 論 を し て も 前 に 進 ま な い と 思 う 。 地 権 者 の 意 見 の 調 整 を 市 の 方 で 行 っ

て い た だ き た い 。

3. 駅前空間の計画について
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今後の検討の方向性1

4. 今後の流れ

今 年 度 勉 強 会 を 通 し て 様 々 な 意 見 を 頂 き ま し た 。

前 向 き な 意 見 も 多 く い た だ き ま し た が 、

• ようやく具体的なものがでてきて、やっと進んできたなと感
じている。

• 勉強会などに集まる地権者は、整備に賛同してる人が多いと
思っている。積極的に合意形成を進めてほしい。

計 画 に 対 す る 厳 し い 意 見 も 多 く い た だ き ま し た 。

頂 い た 意 見 を 踏 ま え 、 次 の 方 向 性 で 検 討 内 容 を 精 査 し て 参 り ま す 。

• 南北アクセス道路沿いに住んでいる人は、落ち着いた環境を気
に入っている方も多く、いざ整備を行う際に反対の声が大きい
かと思う。生活に影響が大きい計画を前提に進められているこ
とに合意できない。

• 改札から出てすぐに車寄せを付けてほしい。身体障がい者や年
配の方へ配慮した計画をするべきだと思う。
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4. 今後の流れ

■ 駅前空間計画

駅 前 空 間 の 構 成 案駅 前 空 間 の 構 成 案11

駅 前 に お け る 導 入 機 能駅 前 に お け る 導 入 機 能22

■事業範囲と主要な公共施設配置

土 地 利 用 配 置 （ 案 ）土 地 利 用 配 置 （ 案 ）11

事 業 エ リ ア事 業 エ リ ア22

公 共 施 設 配 置公 共 施 設 配 置33

整 備 を 実 現 す る 手 法整 備 を 実 現 す る 手 法11

■ 事業手法等の検討

今

年

度

検

討

内

容

■頂いたご意見を踏まえた見直しの観点

① 地元住民の方々の生活環境を踏まえ

た公共施設配置（特に南北アクセス

道路）及び事業手法

② 歩行者・障がい者の方にやさしい公

共施設配置（特に交通広場）及び駅前

空間構成

③ アンケートを踏まえた導入機能の及

び施設規模

精査の方向性2

上記の観点を踏まえ、

検討内容を精査

次

年

度
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4. 今後の流れ

南 北 ア ク セ ス 道 路 に つ い て は 、

そ の 必要性に言及する意見も 多 く い た だ き ま し た 。

頂 い た 意 見 は 真 摯 に 受 け 止 め 、 今 後 検 討 内 容 の 精 査 を 図 っ て 参 り ま す 。

一 方 で 、 南 北 ア ク セ ス 道 路 を 整 備 す る 理 由 も ご ざ い ま す の で 、 そ の 背景・

理由についてご説明致します。

南北アクセス道路の必要性3

• 3･4･6号線から駅前まで車を通す南北アクセス道路の必要性がわから
ない。せめて南北アクセス道路を利用するのは緊急車両と歩行者のみ
にし、一般車は府中街道と東西アクセス道路を利用すればよいのでは
ないか。（第２回勉強会でのご意見）

• セブンイレブンの高架下は消防車が入れる高さと幅員のため、駅前だ
けで防災面を解決した整備は可能だと思う。南北アクセス道路まで含
めるのはリスクが高いと思う。（第３回勉強会でのご意見）



都市基盤に関する課題の改善に向け、西国分寺駅周辺整備基本構想（S54）では地区

内のサービス幹線道路、市民も参加して策定されたR２まちづくり計画では駅へのア

クセス道路の整備が将来像として位置付けられています。
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実施事項年⽉

西国分寺駅開設S48

西国分寺駅周辺整備基本
構想策定

S54

駅南口、駅東地区など整備S54～

西国分寺駅北口周辺地区を
まちづくり推進地区に指定

H28.12

西国分寺駅北口周辺まちづ
くり協議会を発足

H29.6

西国分寺駅北口周辺
まちづくり計画を策定

R2.3

南北アクセス道路の必要性

4. 今後の流れ

（整備の位置づけ）3



西国分寺駅北口周辺は大半の道路が円滑な消防・

救援活動が困難な6m未満であり、狭あい道路と

脆弱な道路ネットワークの確保が大きな課題と

なっております。

なお現状で消防車が進入できる高架下は一箇所の

みです。（右図桃色〇）

32（出典：⻄国分寺駅北⼝周辺まちづくり計画）

【道路別道路現況図】
南北アクセス道路の必要性3

4. 今後の流れ

（現状の課題）

【参考：事故発⽣時に緊急⾞両が⽴ち往⽣している様⼦（駅南⼝）】



駅前街区

府

中

街

道

交通
広場

駅北街区

国 ３ ・ ４ ・ ６
南北アクセス道路の必要性

4. 今後の流れ

（整備の必要性まとめ）3

■円滑な消防・救援活動のネットワークの確保

• 唯一消防車が進入できるＪＲ高架下道路と地区内の道

路ネットワークを接続させることで、緊急車両を進入

しやすくでき、消防・救援活動の幅が拡がる

■歩車分離による歩行者の安全性の確保

• 交通広場の整備や開発に伴い、車両及び歩行者交通

量の増加することで、現状の都市基盤のままで

は車両・歩行者の安全性に懸念が残る

• 歩道整備による歩車分離を実現することで、将

来の歩行者の安全性を確保できる

■円滑な交通処理動線の確保

• アクセス道路により交通量を円滑に分散処理すること

で、駅周辺交差点の車両混雑化を抑制できる

• アクセス道路に交通量が流れるため、駅前エリア外の

通過交通の抑制も期待できる 33



駅前街区

駅北街区

34

【将来の駅前開発による交通量イメージ】
幅員構成（案） 12m ＝ 歩道2.5m ＋ 路肩0.5m ＋ ⾞道3.0m

＋ ⾞道3.0m ＋ 路肩0.5m ＋ 歩道2.5m

交通量
発生集中

交通量
発生集中

【南北アクセス道路の幅員構成（案）】

南北アクセス道路の必要性

4. 今後の流れ

（幅員構成案）3

将来の駅前開発に伴い増加する交通量を円滑に分散処理し、かつ歩車分離による歩

行者の安全確保のため、12ｍの幅が必要



駅前街区の方々から前向きな意見をいただいた一方で、駅前街

区以外の方々からは整備を望む意見もあれば、反対の意見もい

ただきました
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4. 今後の流れ

駅前街区の権利者の方々 駅前街区以外の権利者の方々

■気になる点

• 活気ある街並みを目指した土地利用や公共施設配置は

考えられるのか

• 駅前空間の整備は誰がどんな方法で進めていくのか

、、、等

地権者の方々それぞれのご事情や状況を踏まえ、検討内容

の調整や合意形成を進めて参ります。

今後の合意形成・協議について4

■気になる点

• 地権者ごとに事情が違う中で、議論の前提条件が地権者

間でかみ合っていない段階で議論をしても前に進まない

• 南北アクセス道路沿いに住んでいるため、南北アクセス

道路の整備や土地区画整理事業には反対である

、、、等


